
﹇
８
〜
16

略
﹈

﹇
８
〜
16

同
上
﹈

17

次
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
資
金
で
あ
っ
て
、
受
託
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
価
格
転
嫁
及
び
取
引

適
正
化
に
取
り
組
む
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の

﹇
号
の
細
分
を
加
え
る
。﹈

受
託
中
小
企
業
振
興
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り
振
興
事
業
計
画
の
承

認
を
受
け
た
中
小
受
託
事
業
者
等
及
び
委
託
事
業
者

受
託
中
小
企
業
振
興
法
の
規
定
に
よ
り
特
定
連
携
事
業
計
画
の
認
定
を
受
け
た
特
定
中
小
受
託
事
業
者

並
び
に
当
該
認
定
に
係
る
特
定
連
携
事
業
を
共
同
で
行
う
特
定
会
社
及
び
共
同
事
業
者

取
引
先
に
対
す
る
支
払
条
件
の
改
善
に
取
り
組
む
者

委
託
事
業
者
の
生
産
拠
点
の
閉
鎖
若
し
く
は
縮
小
、
発
注
内
容
の
見
直
し
又
は
脱
炭
素
化
の
取
組
の
要

請
に
伴
い
、
自
ら
の
取
引
環
境
の
改
善
に
取
り
組
む
者

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
を
行
っ
て
い
る
者

18
〜
23

﹇
略
﹈

17
〜
22

﹇
同
上
﹈

24

次
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
資
金
で
あ
っ
て
、
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者
及
び
災
害
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
者
（
中
小
企
業
者
以
外
の
者
を
含
む
。）と
直
接
の
取
引
関
係
に
あ
る
中
小
企
業
者
の
事
業
の

復
旧
を
促
進
し
、
被
災
地
域
の
復
興
に
資
す
る
た
め
の
も
の

23

次
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
資
金
で
あ
っ
て
、
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者
及
び
災
害
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
者
（
中
小
企
業
者
以
外
の
者
を
含
む
。）と
直
接
の
取
引
関
係
に
あ
る
中
小
企
業
者
の
事
業
の

復
旧
を
促
進
し
、
被
災
地
域
の
復
興
に
資
す
る
た
め
の
も
の

災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
（
25
か
ら
27
ま
で
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
（
24
か
ら
26
ま
で
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

25

大
規
模
な
災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
及
び
大
規
模
な
災
害
、
感
染
症
等
に
起
因
す
る
影
響
を
受
け

た
者
（
26
及
び
27
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）に
対
す
る
資
金
で
あ
っ
て
、
大
規
模
な
災
害
等
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
中
小
企
業
者
及
び
大
規
模
な
災
害
、
感
染
症
等
に
起
因
す
る
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
者
の
事
業
の

復
旧
又
は
発
展
を
促
進
し
、
被
災
地
域
等
の
復
興
に
資
す
る
た
め
の
も
の

24

大
規
模
な
災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
及
び
大
規
模
な
災
害
、
感
染
症
等
に
起
因
す
る
影
響
を
受
け

た
者
（
25
及
び
26
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）に
対
す
る
資
金
で
あ
っ
て
、
大
規
模
な
災
害
等
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
中
小
企
業
者
及
び
大
規
模
な
災
害
、
感
染
症
等
に
起
因
す
る
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
者
の
事
業
の

復
旧
又
は
発
展
を
促
進
し
、
被
災
地
域
等
の
復
興
に
資
す
る
た
め
の
も
の

26
〜
29

﹇
略
﹈

25
〜
28

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

第
二

職
員
配
置

第
二

職
員
配
置

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

満
三
歳
以
上
の
子
ど
も
で
あ
っ
て
、
幼
稚
園
と
同
様
に
一
日
に
四
時
間
程
度
利
用
す
る
も
の
（
以
下
「
教

育
時
間
相
当
利
用
児
」
と
い
う
。）及
び
保
育
所
と
同
様
に
一
日
に
八
時
間
程
度
利
用
す
る
も
の
（
以
下
「
教

育
及
び
保
育
時
間
相
当
利
用
児
」
と
い
う
。）に
共
通
の
四
時
間
程
度
の
利
用
時
間
（
以
下「
共
通
利
用
時
間
」

二

満
三
歳
以
上
の
子
ど
も
で
あ
っ
て
、
幼
稚
園
と
同
様
に
一
日
に
四
時
間
程
度
利
用
す
る
も
の
（
以
下
「
教

育
時
間
相
当
利
用
児
」
と
い
う
。）及
び
保
育
所
と
同
様
に
一
日
に
八
時
間
程
度
利
用
す
る
も
の
（
以
下
「
教

育
及
び
保
育
時
間
相
当
利
用
児
」
と
い
う
。）に
共
通
の
四
時
間
程
度
の
利
用
時
間
（
以
下「
共
通
利
用
時
間
」

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報
〇
内

閣

府

文
部
科
学
省
告
示
第
一
号

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣

総
理
大
臣
及
び
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
六
年
内

閣

府

文
部
科
学
省

厚
生
労
働
省
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

文
部
科
学
大
臣

松
本

洋
平


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